
副
詞
「
イ
マ
ダ
（
末
）
」
の
用
法
か
ら
見
た
『
水
鏡
』
の
文
体
的
性
格

青
　
　
木

l
　
は
じ
め
に

（1）

F
水
鏡
」
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
r
大
紋
j
　
の
影
響
を
受
け
て
、
平
安
時
代
末

期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
歴
史
物
語
で
あ
る
。
こ
の
　
「
水
鏡
」
は
、
r
大
鏡
」

や
r
栄
花
物
語
」
な
ど
に
比
べ
て
、
こ
れ
ま
で
文
学
的
・
語
学
的
研
究
の
対
象

と
さ
れ
る
こ
と
が
必
ず
し
も
多
く
は
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
こ
の
作
品
が
歴
史
古
の
r
扶
桑
略
記
し
の
み
を
材
料
と
し
て
叙
述
さ
れ

（2）

て
い
る
た
め
に
、
内
容
的
な
独
自
性
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、
加
納
重
文
氏
は
、
「
r
水
鏡
」
を
文
学
作
品
と

し
て
考
察
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
き
に
、
こ
の
強
い
史
料
依
拠
の
性
格
は
、
は

（3）

な
は
だ
意
欲
を
殺
が
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
r
水

鏡
」
は
、
「
扶
桑
略
記
」
　
の
欠
損
部
分
の
記
事
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
点
を
の

ぞ
け
ば
、
内
容
面
で
の
史
料
的
価
値
は
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し

（4）

な
が
ら
、
文
章
史
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
漢
文
を
仮
名
（
交
り
）
文
に
翻
訳
　
（
和

訳
）
　
し
た
文
章
（
以
下
、
こ
れ
を
（
漢
文
翻
訳
文
）
と
仮
称
す
る
）
と
し
て
重

（5）

要
な
位
置
を
占
め
る
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
意
味
で
、
r
今
昔
物
語

集
」
（
天
竺
萱
部
．
本
朝
滝
部
）
や
F
三
宝
絵
－
な
ど
の
文
体
と
の
関
連
性
一

が
注
目
さ
れ
る
作
品
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
F
水
鏡
」
は
、
国
語
史
料
と
　
1
5

し
て
の
価
値
は
け
っ
し
て
小
さ
く
は
な
く
、
文
章
史
上
重
要
な
作
品
で
あ
る
こ
－

と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
r
水
鏡
」
　
の
文
章
・
文
体
研
究
の
一
階
梯
と
し
て
、
副
詞
「
イ

マ
ダ
（
未
）
」
の
用
法
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
（
漢
文
翻
訳
文
）
と
し
て
の

『
水
鏡
」
　
の
文
体
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
　
問
題
の
所
在

ま
ず
、
副
詞
「
イ
マ
ダ
」
お
よ
び
そ
の
ほ
ぼ
同
義
語
で
あ
る
「
マ
ダ
」
の
用

法
と
、
そ
れ
ら
の
文
体
的
性
格
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
事
項
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
要
点
は
、
お
お
よ
そ
次



の
通
り
で
あ
る
。

（7）

①
両
者
と
も
、
本
来
、
肯
定
表
現
・
否
定
表
現
い
ず
れ
の
場
合
に
も
用
い
ら
れ
た
。

②
平
安
時
代
に
は
、
主
と
し
て
「
イ
マ
ダ
」
は
漢
文
訓
読
文
に
、
「
マ
ダ
」

（8）

は
和
文
に
用
い
ら
れ
た
。

③
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て
「
未
」
字
が
「
イ
マ
ダ
」
と
訓
じ
ら
れ
る
場
合
、

打
消
の
助
動
詞
が
読
添
語
と
し
て
補
説
さ
れ
る
か
、
同
助
動
詞
を
「
未
」

（9）

字
に
当
て
て
再
読
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
要
す
る
に
、
平
安
時
代
に
お
い
て
、
漢
文
訓
読
文
で
は
主
と
し
て

「
イ
マ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
、
原
則
と
し
て
否
定
表
現
中
に
用
い
ら
れ
た
の
に
対

し
て
、
和
文
で
は
主
と
し
て
「
マ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
、
肯
定
・
否
定
い
ず
れ
の

表
現
中
で
も
用
い
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
r
水
鏡
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
「
マ
ダ
」

（10）

の
使
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
否
定
表
現
）
（
一
三
例
）

ち

・

み

か

ど

う

　

　

　

　

　

　

　

の

ち

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

つ

④
父
帝
亡
せ
お
は
し
ま
し
て
後
、
い
ま
だ
位
に
即
き
給
は
ざ
り
し
ほ
ど
に
、

（
上
・
囲
履
中
天
皇
）

い

ま

　

い

た

　

　

　

　

l

　

な

か

や

’

一

ひ

　

　

ー

　

　

を

⑤
先
帝
の
御
時
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
世
の
中
の
病
い
ま
だ
お
こ
た
ら
ず
。

（
中
・
固
敏
達
天
皇
）

．
．
′
・
～
、
　
み
か
ど

⑥
こ
の
種
継
「
佐
伯
の
氏
の
か
、
る
こ
と
は
叫
割
増
侍
ら
ず
」
と
帝
に
申
し

し
か
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
・
訂
桓
武
天
皇
）

「
マ
ダ
」
　
（
○
例
）

「
イ
マ
ダ
」
　
（
全
二
六
例
）

（
肯
定
表
現
）
（
二
二
例
）

ち

・

　

ヨ

ウ

メ

イ

　

　

　

み

か

と

　

お

と

、

①
父
の
用
明
天
皇
は
帝
の
御
弟
に
て
、
山
劃
皇
子
と
申
し
し
利
男
。

（
中
・
国
政
達
天
皇
）

錮

t

h

ネ

　

．

1

　

ヵ

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

は

ぺ

．

．

）

．

）

．

〉

②
鬼
の
髪
は
宝
蔵
に
を
さ
ま
り
て
い
ま
だ
侍
め
り
。
（
中
・
固
敏
達
天
皇
）

③
そ
の
時
、
聖
武
天
皇
は
叫
割
増
い
と
け
な
く
お
は
し
ま
し
封
が

（
中
・
国
元
明
天
皇
）

「
イ
マ
ダ
」
は
合
計
二
六
例
存
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
三
例
が
肯
定
表

現
に
お
い
て
、
ま
た
同
数
の
一
三
例
が
否
定
表
現
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
マ
ダ
」
は
一
例
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
r
水

鏡
」
に
お
け
る
使
用
状
況
を
、
右
に
ま
と
め
た
先
行
研
究
に
よ
る
説
に
当
て
は

め
て
み
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
述

べ
れ
ば
、
典
型
的
な
和
文
や
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
状
況
と
は
、
必
ず
し
も
一

致
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
イ
マ
ダ
」

を
用
い
て
「
マ
ダ
」
を
用
い
て
い
な
い
点
で
は
和
文
と
一
致
し
て
お
ら
ず
、
「
イ

マ
ダ
」
の
用
法
が
否
定
表
現
に
偏
っ
て
い
な
い
点
で
は
漢
文
訓
読
文
と
一
致
し

て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
漠
文
体
の
F
扶
桑
略
記
」
の
翻
訳
に

ょ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
「
水
鏡
」
　
の
文
体
が
、
典
型
的
な
和
文
と
も
漢
文
訓

、〓、

読
文
と
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
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（
漢
文
翻
訳
文
）
た
る
r
水
鏡
」
　
の
文
体
と
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
文

体
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
「
イ
マ
ダ
」
「
マ
ダ
」
　
の
使
用
状
況
を
手
が
か
り

と
し
て
、
r
水
鏡
」
　
の
文
体
が
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
作
品
の
中
で
ど
の
よ

う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

三
　
「
マ
タ
一
「
イ
マ
ダ
」
の
使
用
状
況
か
ら
見
た
『
水
鏡
し
の
位
置

表
①
は
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
作
品
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
分
類
し
た
上
で
、

「
マ
ダ
」
　
「
イ
マ
ダ
」
　
の
使
用
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

r
宇
治
拾
遺
物
語
」
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
「
今
昔
物
語
集
」
や
「
古
本
説
話
集
」
と
共
通
す
る
説
話
を
少
な
か
ら
ず

（12）

含
ん
で
い
る
た
め
、
参
考
ま
で
に
併
せ
て
示
し
て
お
い
た
。

表
①
に
よ
れ
ば
、
「
マ
ダ
」
「
イ
マ
ダ
」
　
の
使
用
に
、
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
差

が
あ
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
の
傾
向
性
を
云
々
す
る

に
は
、
作
品
ご
と
の
バ
ラ
つ
き
が
い
さ
さ
か
目
に
つ
く
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
（
歴
史
物
語
）
に
お
い
て
は
、
r
水
鏡
」
　
の
み
「
マ
ダ
」
が
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
（
説
話
類
）
に
お
い
て
は
、
作
品
に
よ
っ
て
「
マ
ダ
」
が
ま
さ

っ
て
い
た
り
「
イ
マ
ダ
」
が
ま
さ
っ
て
い
た
り
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
マ
ダ
」
　
「
イ
マ
ダ
」
　
の
使
用
状
況
は
、
各
作
品
の
文
体
的
性
格

を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
F
水
鏡
j
　
の
文
体
を
ジ
ャ
ン
ル
と
の

関
連
で
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
、
ジ
ャ
ン
ル
と
い
う
枠
を
取
り
払
っ
た
上
で
、
「
マ
ダ
」

説　 話　 類 歴 史物語 王朝物 語 随 女 流 日記 歌物語 伝奇的物語
ジ
ャ
ン
ル
女

献
名　 用

宇
治
拾

古

本

打 法
華
百

水

鏡

今 大

鏡

栄

花

狭

衣

夜

の

源

氏

枕 更

級

紫

式

和
卑

靖

蛤

平

中

大

和

伊

勢

浜
松
中

字

津

竹

取
lJ
遺
物
三五
PH

説

話

集

聞

集

座
間
昏
抄

宝

絵 鏡

物

音五
ロlコ

物

善玉
Pn

寝

党

物

三五
相

草

子

日

記

部

日

記

式
部
日
記

日

記

物

至五
pり

物

至瓦
PH

物

至E
Plコ

壇
言
物
三五
PH

保

物

三五
Plコ

物

至五
Pロ

百五
PR

用
法

14 14 3 65 19 104 44 19 229 39 7 10 8 30 7 10 12 10 155 2
マ

ダ

25 3 2 2 37 2 6 7 12 10 6 6 2 1 2 1 1 2 3 16 3

総

数
イ

マ

ダ

11 1 2 1

36

13

13

2 10 2 2 1 1 2 6 1

肯

定

14 2 2 5 2 8 6 4 2 1 1 1 2 1 10 2

否

定
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「
イ
マ
ダ
」
　
の
使
用
状
況
か
ら
仮
名
文
学
作
品
を
分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

A
「
マ
ダ
」
　
の
み
使
用

囲
大
和
物
語
二
〇
例
）

圏
紫
式
部
日
記
二
〇
例
）

凰
和
泉
式
部
日
記
（
八
例
）

B
「
マ
ダ
」
「
イ
マ
ダ
」
と
も
に
使
用

（
1
）
「
マ
ダ
」
が
優
勢
（
＊
上
段
「
マ
ダ
」
－
下
段
「
イ
マ
ダ
」
、
以
下
同
）

国
源
氏
物
語
（
二
二
九
例
－
二
例
＝
聖
1
）

囲
枕
草
子
（
三
九
例
－
一
例
＝
3
9
‥
1
）

回
輯
蛤
日
記
（
三
〇
例
－
一
例
＝
3
0
‥
1
）

圏
栄
花
物
語
（
一
〇
四
例
1
一
〇
例
＝
1
0
・
4
‥
1
）

因
字
津
保
物
語
（
一
五
五
例
－
〓
ハ
例
＝
9
・
7
‥
1
）

圏
今
鏡
（
六
五
例
－
七
例
＝
9
・
3
‥
1
）

国
狭
衣
物
語
（
四
四
例
－
六
例
＝
7
・
3
‥
1
）

園
平
中
物
語
（
七
例
－
一
例
＝
7
‥
1
）

園
伊
勢
物
語
（
一
二
例
－
二
例
＝
6
‥
1
）

諷
古
本
説
話
集
（
一
四
例
－
三
例
＝
4
・
7
‥
1
）

脛
更
級
日
記
（
七
例
－
二
例
＝
3
・
5
‥
1
）

田
浜
松
中
納
言
物
語
二
〇
例
－
三
例
＝
㍊
‥
1
）

国
夜
の
寝
覚
二
九
例
－
六
例
＝
3
・
2
‥
1
）

圏
大
鏡
（
一
九
例
－
一
二
例
＝
1
・
6
‥
1
）

固
法
華
百
座
間
書
抄
（
三
例
－
二
例
＝
1
・
5
‥
1
）

（
2
）
　
「
マ
ダ
」
「
イ
マ
ダ
」
が
括
抗
（
同
数
）

（
な
し
）

（
3
）
　
「
イ
マ
ダ
」
が
優
勢

固
竹
取
物
語
（
二
例
－
三
例
＝
1
‥
1
・
5
）

国
宇
治
拾
遺
物
語
二
四
例
－
二
五
例
＝
1
‥
1
・
8
）

C
「
イ
マ
ダ
」
　
の
み
使
用

（
I
）
肯
定
表
現
が
優
勢
（
＊
上
段
‥
肯
定
表
現
－
下
段
‥
否
定
表
現
、
以
下
同
）

固
打
開
集
（
二
例
－
○
例
）

（
Ⅲ
）
　
肯
定
・
否
定
表
現
が
浩
抗
（
同
数
）

圏
水
鏡
（
一
三
例
－
一
三
例
）

（
Ⅲ
）
否
定
表
現
が
優
勢

囲
三
宝
絵
（
一
例
－
三
六
例
）

ま
ず
、
大
き
く
、
A
「
マ
ダ
」
　
の
み
使
用
、
B
「
マ
ダ
」
「
イ
マ
ダ
」
と
も

に
使
用
、
C
「
イ
マ
ダ
」
　
の
み
使
用
、
の
三
類
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
そ
の
上
で
、
B
に
つ
い
て
は
、
「
マ
ダ
」
「
イ
マ
ダ
」
　
の
い
ず
れ
が
優
勢
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
、
C
に
つ
い
て
は
、
肯
定
表
現
・
否
定
表
現
の
い
ず
れ
が
優

18



勢
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
分
類
し
た
。
ま
た
、
B
の
項
目
内
部
の
順

序
に
つ
い
て
は
、
「
マ
ダ
」
が
優
勢
で
あ
る
ほ
ど
よ
り
右
側
に
、
「
イ
マ
ダ
」
が

優
勢
で
あ
る
ほ
ど
よ
り
左
側
に
位
置
す
る
よ
う
に
配
列
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の

配
列
を
子
細
に
見
る
と
、
よ
り
右
側
に
配
列
さ
れ
て
い
る
作
品
ほ
ど
和
文
調
が

ま
さ
っ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
言
い
が
た
い
た
め
、
こ
の
配
列
か
ら
直
ち
に
作

品
間
の
文
体
差
を
云
々
す
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
躊
躇
さ
れ
る
（
た
と
え
ば
、

r
栄
花
物
語
」
や
F
宇
津
保
物
語
」
が
F
伊
勢
物
語
」
や
r
更
級
日
記
」
よ
り

右
側
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
前
者
が
後
者
よ
り
和
文
調
が
ま
き
っ

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
項
目
内
部
の
配
列

順
序
よ
り
も
む
し
ろ
、
各
ジ
ャ
ン
ル
・
各
作
品
が
ど
の
分
類
項
目
に
属
し
て
い

る
か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
（
王
朝
物
語
）
に
つ
い
て
は
、
F
源
氏
物
置
〓
夜
の
寝
覚
h
 
F
狭
衣
物

語
」
　
の
三
作
品
す
べ
て
が
同
じ
B
　
（
1
）
　
の
分
類
項
目
に
所
属
し
て
い
る
。
ま

た
、
（
随
筆
）
に
つ
い
て
は
、
r
枕
草
子
し
一
作
品
し
か
取
り
上
げ
て
い
な
い

が
、
（
王
朝
物
語
）
と
同
じ
B
（
1
）
　
の
項
目
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の

ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
作
品
が
二
つ
以
上
の
項
目
に
ま
た
が
っ
て
属
し
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
、
あ
る
程
度
の
偏
り
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
（
歌

物
語
）
と
（
女
流
日
記
）
の
諸
作
品
に
つ
い
て
は
、
F
大
和
物
語
」
『
紫
式
部
日

記
」
r
和
泉
式
部
日
記
」
が
A
の
項
目
に
、
『
伊
勢
物
語
L
 
r
平
中
物
語
」
『
輯
蛤

日
記
」
「
更
級
日
記
」
が
B
（
1
）
の
項
目
に
、
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
（
王
朝
物
語
）
（
随
筆
）
（
歌
物
語
）
へ
女
流
日
記
）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、

文
体
的
に
見
る
と
、
和
文
体
と
し
て
の
純
度
が
高
い
部
類
に
属
す
る
と
言
え
よ

う
。
（
伝
奇
的
物
語
）
に
つ
い
て
は
、
『
宇
津
保
物
語
L
 
F
浜
松
中
納
言
物
語
」

が
B
　
（
1
）
　
の
項
目
に
、
F
竹
取
物
語
』
が
B
　
（
3
）
　
の
項
目
に
、
そ
れ
ぞ
れ

属
し
て
お
り
、
（
王
朝
物
語
）
（
随
筆
）
（
歌
物
語
）
（
女
流
日
記
）
の
四
ジ
ャ
ン（13）

ル
に
比
べ
る
と
、
や
や
漢
文
訓
読
臭
を
感
じ
さ
せ
る
文
体
と
言
え
よ
う
か
。

（
説
話
類
）
に
つ
い
て
は
、
『
古
本
説
話
集
L
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
が
B
（
1
）
、

『
宇
治
拾
遺
物
語
」
が
B
（
3
）
、
F
打
開
集
」
が
C
（
I
）
、
コ
ニ
宝
絵
」
が
C

（
Ⅲ
）
と
、
四
つ
の
項
目
に
ま
た
が
っ
て
属
し
て
お
り
、
作
品
ご
と
の
文
体
差

の
大
き
い
ジ
ャ
ン
ル
と
言
え
る
。
（
歴
史
物
語
〉
に
つ
い
て
は
、
『
水
鏡
」
　
の
み

C
　
（
Ⅱ
）
　
の
項
目
に
属
し
て
お
り
、
B
　
（
1
）
　
に
属
し
て
い
る
他
の
三
作
品

（
『
栄
花
物
語
」
『
大
逆
〓
今
鏡
J
）
と
は
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。

さ
て
、
右
の
こ
と
か
ら
、
『
水
鏡
」
　
の
文
体
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
歴
史
物
語
（
「
栄
花
物
語
」
r
大
鏡
L
 
r
今

鏡
」
）
　
は
、
い
ず
れ
も
「
マ
ダ
」
を
主
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
品
に
よ
っ

て
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
和
文
調
の
強
い
文
体
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
「
水
鏡
」
は
、
漢
文
訓
読
語
の
「
イ
マ

ダ
」
を
専
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仮
名
文
学
作
品
の
中
で
は
比
較
的
漢
文
訓

読
調
の
強
い
文
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
く
「
イ

マ
ダ
」
を
専
用
す
る
F
三
宝
絵
」
に
お
い
て
、
そ
の
用
法
が
否
定
表
現
に
偏

り
、
き
わ
め
て
強
い
漢
文
訓
読
調
を
示
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
r
水
鏡
」

に
お
け
る
漢
文
訓
読
調
は
ま
だ
ゆ
る
や
か
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
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四
　
『
扶
桑
略
記
』
と
の
比
較

次
に
、
r
水
鏡
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
　
の
使
用
と
漢
文
訓
読
調
と
の
関
係

を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
r
水
鏡
」
　
の
依
拠
資
料
で
あ
る
F
扶
桑
略
記
」

（14）

と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
r
水
鏡
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
全
二
六
例

の
う
ち
、
現
存
す
る
　
『
扶
桑
略
記
」
と
の
比
較
が
可
能
な
用
例
は
、
一
四
例

（
肯
定
表
現
八
例
、
否
定
表
現
六
例
）
　
で
あ
る
。
残
り
の
一
二
例
が
存
す
る
箇

所
は
、
対
応
す
る
「
扶
桑
略
記
」
　
の
本
文
が
現
存
し
て
い
な
い
か
、
抄
出
本
し

か
残
っ
て
い
な
い
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
一
二
例
に
つ
い
て
は
十

（15）

分
な
比
較
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

さ
て
、
比
較
可
能
な
一
四
例
に
つ
い
て
、
r
扶
桑
略
記
」
　
の
本
文
と
ど
の
よ

（16）

う
に
対
応
し
て
い
る
か
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

④
猶
い
ま
だ
い
と
け
な
く
お
は
し
ま
す
と
て
、

（
中
・
国
元
正
天
皇
）

（
肯
定
表
現
）

（
a
）
対
応
す
る
文
脈
な
し
　
（
四
例
）

ち

、

　

ヨ

ウ

メ

ノ

つ

　

　

　

み

か

と

　

お

と

・

①
父
の
用
明
天
皇
は
帝
の
御
弟
に
て
、
叫
割
増
皇
子
と
申
し
し
な
り
。

（
中
・
固
敏
達
天
皇
）

－

　

　

1

く

ら

ゐ

あ

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

く

つ

と

　

　

た

て

一

一

一

－

つ

②
大
臣
も
い
ま
だ
位
浅
く
お
は
せ
L
に
、
御
沓
取
り
て
奉
り
給
へ
り
し

（
中
・
困
天
智
天
皇
）

③
そ
の
時
、
聖
武
天
皇
は
叫
割
増
い
と
け
な
く
お
は
し
ま
し
き
。

（
中
・
国
元
明
天
皇
）

（
b
）
対
応
す
る
表
現
な
し
　
（
四
例
）

お

と

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

か

と

　

　

　

－

⑤
安
康
の
御
弟
の
雄
略
天
皇
と
申
し
し
帝
の
い
ま
だ
皇
子
に
て
お
は
し
ま
し
、

・
つ
し
な

に
、
失
は
れ
給
ひ
し
か
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
・
国
顕
宗
天
皇
）

…
…
畢
天
泊
瀬
天
皇
一
見
レ
致
。
　
（
F
扶
桑
略
記
」
第
二
・
顕
宗
天
皇
）

お

に

　

か

み

　

　

　

　

お

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

は

ぺ

⑤
鬼
の
髪
は
宝
蔵
に
を
さ
ま
り
て
い
ま
だ
侍
め
り
。
（
中
・
固
敏
達
天
皇
）

…
…
鬼
髪
見
在
二
元
輿
寺
賓
蔵
一
。
　
（
F
扶
桑
略
記
j
第
三
∴
敏
達
天
皇
）

み

か

ど

　

い

る

か

　

う

し

な

⑦
帝
、
入
鹿
を
矢
は
ん
の
御
心
あ
り
き
。
又
、
天
智
天
皇
の
叫
割
増
皇
子
と

お

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

ほ

　

た

申
し
L
も
同
じ
く
こ
の
こ
と
を
御
心
の
う
ち
に
思
し
立
ち
し
か
ど
も
、

（
中
・
囲
皇
極
天
皇
）

…
…
天
皇
井
中
大
兄
皇
子
欲
レ
畢
一
入
鹿
一
。

（
『
扶
桑
略
記
」
第
四
・
皇
極
天
皇
）

く

ら

ゐ

　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

こ

　

　

　

ゆ

づ

⑧
皇
極
天
皇
は
位
を
わ
が
御
子
の
天
智
天
皇
の
同
封
が
皇
子
と
聞
え
L
に
譲

雪
う

り
奉
ら
ん
と
の
た
ま
ひ
し
を
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
・
囲
孝
徳
天
皇
）

…
…
天
皇
之
志
。
欲
レ
俸
二
位
於
中
大
兄
皇
子
一
。
有
二
譲
位
詔
一
。

（
F
扶
桑
略
記
」
第
四
・
皇
極
天
皇
）

（
C
）
　
「
未
」
字
が
対
応
（
○
例
）

20

（
否
定
表
現
）

（
a
）
　
対
応
す
る
文
脈
な
し
　
（
一
例
）

ぶ

▲

　

　

・

／

ヽ

′

ヽ

う

⑨
文
武
天
皇
、
叫
割
増
三
十
に
だ
に
及
び
給
は
で
亡
せ
さ
せ
お
は
し
ま
し
に
し
、



（
中
・
困
元
明
天
皇
）

（
b
）
対
応
す
る
表
現
な
し
（
○
例
）

（
C
）
　
「
未
」
字
が
対
応
（
五
例
）

む

ト

し

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

こ

と

I

－

－

（

－

1

ソ

ん

　

　

　

　

　

　

1

′

一

つ

　

み

⑳
昔
よ
り
い
ま
だ
か
、
る
事
な
し
。
梅
の
水
す
で
に
国
の
内
に
満
ち
な
ん
と
す
。

（
上
・
囲
神
功
皇
后
）

…
…
新
羅
建
レ
国
以
来
。
未
二
昔
有
一
レ
聞
二
海
水
凌
一
レ
国
。

（
r
扶
桑
略
記
」
第
二
・
神
功
皇
后
）

ち

・

ふ

か

ど

う

　

　

　

　

　

　

　

の

ら

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

つ

⑪
父
帝
亡
せ
お
は
し
ま
し
て
後
、
い
ま
だ
位
に
即
き
給
は
割
男
し
ほ
ど
に
、

（
上
・
囲
履
中
天
皇
）

…
…
先
朝
崩
後
。
天
皇
未
二
即
位
二
削
。

（
「
扶
桑
略
記
」
第
二
・
履
中
天
皇
）

と

き

　

　

い

ま

　

い

た

　

　

　

　

よ

　

な

か

や

ま

ひ

　

　

－

　

　

．

を

⑫
先
帝
の
御
時
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
世
の
中
の
病
い
ま
だ
お
こ
た
ら
ず
。

（
中
・
囲
敏
達
天
皇
）

…
…
始
レ
自
二
先
帝
之
代
一
。
至
二
千
今
上
践
詐
一
。
疫
疾
末
レ
息
。

（
r
扶
桑
略
記
」
第
三
・
敏
達
天
皇
）

な

ん

ぢ

　

ふ

だ

　

　

　

す

く

　

　

　

　

　

　

　

ま

ゐ

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

い

た

＼

′

ヽ

′

⑬
汝
、
心
乱
れ
善
根
少
な
く
て
、
浄
土
へ
参
る
べ
き
ほ
ど
に
い
ま
だ
至
ら
ず

（
中
・
図
孝
徳
天
皇
）

…
…
汝
心
意
散
乱
。
善
根
微
少
。
未
レ
足
レ
畢
藩
士
業
因
一
。

（
r
扶
桑
略
記
」
第
四
・
孝
徳
天
皇
）

む

か

し

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

⑭
昔
よ
り
執
政
の
大
臣
の
会
ふ
事
は
封
到
封
事
な
り
。

（
中
・
囲
元
明
天
皇
）

…
…
新
羅
国
債
自
レ
古
入
朝
。
妖
菜
下
曾
輿
二
執
政
大
臣
一
談
話
上
。

（
r
扶
桑
略
記
」
第
六
二
九
明
天
皇
）

（
肯
定
表
現
）
に
つ
い
て
は
、
「
イ
マ
ダ
」
　
の
存
す
べ
き
文
脈
が
「
扶
桑
略

記
」
に
見
出
さ
れ
な
い
場
合
（
対
応
す
る
文
脈
な
し
）
が
四
例
、
「
イ
マ
ダ
」

の
存
す
べ
き
文
脈
は
見
出
さ
れ
る
も
の
の
、
「
イ
マ
ダ
」
ま
た
は
そ
れ
に
対
応

す
る
表
現
が
存
在
し
な
い
場
合
（
対
応
す
る
表
現
な
し
）
が
四
例
、
そ
れ
ぞ
れ

認
め
ら
れ
る
。
（
否
定
表
現
）
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
文
脈
が
「
扶
桑
略
記
」

に
見
出
さ
れ
な
い
場
合
（
対
応
す
る
文
脈
な
し
）
が
一
例
、
「
水
銃
」
　
の
　
「
イ

マ
ダ
」
に
「
扶
桑
略
記
」
の
「
末
」
字
が
対
応
す
る
場
合
（
「
末
」
字
が
対
応
）

が
五
例
、
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
「
未
」
字
以
外
の
字
句
が
対
応
し
一

て
い
る
例
は
、
F
扶
桑
略
記
」
と
の
比
較
が
可
能
な
一
四
例
の
中
に
は
見
ら
れ
　
2
1

な

い

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

右
の
分
類
に
お
い
て
、
r
扶
桑
略
記
」
　
の
表
現
の
影
響
が
最
も
強
く
表
れ
て

い
る
の
は
、
（
否
定
表
現
）
に
お
け
る
（
「
未
」
字
が
対
応
〉
の
場
合
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
扶
桑
略
記
」
に
お
け
る
「
未
」
字
を
そ
の
ま
ま
「
イ
マ
ダ
」
と
訓

じ
、
句
末
を
否
定
表
現
で
応
じ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
「
扶
桑
略
記
」
　
の
表
現

の
影
響
が
直
接
的
に
表
れ
て
い
る
事
例
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
（
否
定
表

現
）
は
、
（
「
未
」
字
が
対
応
）
の
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
用
例
⑨
の
よ
う
に
、
（
対
応
す
る
文
脈
な
し
）
の
場
合
に
も
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
対
応
す
る
文
脈
が
r
扶
桑
略
記
」
に
存
し
な
い
部
分
に

お
い
て
も
、
同
書
の
漢
文
体
と
し
て
の
影
響
が
、
r
水
鏡
」
　
の
本
文
に
間
接
的



（17）

に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
r
扶
桑
略
記
」
　
の
文
体
（
漢
文
体
）
　
の
影
響
は
、
同
書
の
漢
字
・

漢
文
を
直
接
訓
読
し
た
部
分
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
「
水

鏡
」
　
の
文
章
全
体
に
も
間
接
的
に
及
ん
で
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
、
（
肯
定
表
現
）
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
肯
定
表
現
）
中
の
　
「
イ
マ
ダ
」
は
、
対
応
す
る
文
脈

や
表
現
が
「
扶
桑
略
記
」
に
存
し
な
い
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ

と
は
、
「
イ
マ
ダ
」
と
訓
読
さ
れ
る
べ
き
「
未
」
字
が
沃
文
中
で
は
通
常
（
否

定
表
現
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
文
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
肯
定
表
現
）
中
の
「
イ
マ
ダ
」
は
、
「
扶
桑
略
記
」

に
お
け
る
「
未
」
字
の
直
接
的
影
響
を
受
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
考
え
が

た
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
（
肯
定
表
現
〉
中
の
　
「
イ
マ
ダ
」

が
r
扶
桑
略
記
」
　
の
影
響
を
全
く
受
け
ず
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
と
言
え
ば
、

必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
基
本
的

に
仮
名
文
で
あ
る
「
水
鏡
」
　
に
お
い
て
、
和
文
語
の
「
マ
ダ
」
が
一
例
も
用
い

ら
れ
ず
に
も
っ
ぱ
ら
漢
文
訓
読
語
の
「
イ
マ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
は
、
漢
文
体
で
記
さ
れ
た
「
扶
桑
略
記
」
　
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
て
初
め

て
説
明
が
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
r
水
鏡
J
　
の
作
者

が
も
と
も
と
漢
文
訓
読
的
な
文
体
を
有
し
て
い
た
た
め
に
、
「
イ
マ
ダ
」
が
専

用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
余
地
も
な
い
と
は
言
え
ま
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
平

安
時
代
の
（
歴
史
物
語
）
四
作
品
の
中
で
r
水
鏡
j
だ
け
が
「
マ
ダ
」
を
用
い

ず
「
イ
マ
ダ
」
を
専
用
し
て
い
る
と
い
う
特
異
な
状
況
は
、
r
水
鏡
L
が
漢
文

体
の
資
料
（
r
扶
桑
略
記
」
）
　
に
依
拠
し
て
成
立
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
、
と
考
え
る
の
が
自
然
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
r
水
鏡
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
　
の
専
用
（
肯
定
表
現

も
ふ
く
め
て
）
は
、
r
扶
桑
略
記
」
　
の
漢
文
体
と
し
て
の
影
響
が
直
接
的
・
間

接
的
に
表
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
　
r
水
鏡
」
に
お
け
る
「
イ
マ
タ
」
の
用
法
の
文
章
史
的
意
味

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
よ
り
、
「
水
鏡
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
の
使
用
状

況
は
、
漠
文
体
の
　
「
扶
桑
略
記
」
を
仮
名
文
に
翻
訳
し
た
結
果
と
し
て
生
じ
た

と
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
「
水
鏡
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
　
の
用
法
の
文

章
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

一
般
的
に
、
漢
文
の
（
翻
訳
）
と
い
う
行
為
に
お
い
て
は
、
原
漢
文
の
文
体

的
価
値
を
で
き
る
だ
け
保
ち
な
が
ら
、
同
時
に
、
で
き
る
だ
け
自
然
な
日
本
語

に
置
き
換
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
r
水
鏡
」
に
お
い
て
、

和
文
語
の
「
マ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
漢
文
訓
読
語
の
　
「
イ
マ
ダ
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
原
漢
文
の
文
体
的
価
佃
を
保
つ
た
め
の
用
語
選
択

の
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
漢
文
訓
読
語
の
「
イ
マ
ダ
」
を
用

い
な
が
ら
、
否
定
表
現
に
偏
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
来
肯
定
・
否

定
の
い
ず
れ
の
表
現
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る
と
い
う
、
日
本
語
と
し
て
の
自
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然
な
「
イ
マ
ダ
」
の
用
法
が
現
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
前
項
ま
で
に
見
た
「
水
錠
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
　
の
使
用
状
況
は
、
文

章
の
生
成
過
程
（
原
理
）
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
漢
文
を
翻
訳
し
た
文
章

で
あ
る
（
漢
文
翻
訳
文
）
な
ら
で
は
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
r
水
鏡
」
　
の
文
体
を
、
（
漢
文
訓
読
調
の
強
い
和
文
体
）
と
か

（
和
文
脈
の
混
在
し
た
漢
文
訓
読
体
）
の
よ
う
に
、
従
来
の
文
体
範
疇
の
中
で

捉
え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
く
、
（
和
文
体
）
や
（
漢
文
訓
読
体
）

と
は
異
な
る
別
個
の
類
型
的
文
体
と
し
て
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

（18）

か
と
思
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
証
が
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、
本
稿
で
は
、
ひ
と
つ
の
問
題
提
起
と
し
て
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

六
　
お
わ
り
に

以
上
、
副
詞
「
イ
マ
ダ
」
　
の
用
法
を
手
が
か
り
と
し
て
、
（
漢
文
翻
訳
文
）

た
る
r
水
鏡
」
の
文
体
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
r
水

鏡
」
の
文
体
は
、
依
拠
資
料
の
F
扶
桑
略
記
」
の
文
体
（
漢
文
体
）
　
の
影
響
に

よ
り
、
仮
名
文
学
作
品
の
中
で
は
比
較
的
漢
文
訓
読
調
の
強
い
文
体
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
か
と
思
う
。

そ
の
上
で
、
「
イ
マ
ダ
」
　
の
用
法
に
は
r
水
鏡
」
　
の
（
漢
文
翻
訳
文
）
と
し

て
の
性
格
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
述
べ
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
の
見
通
し
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
問
題
提
起
の

意
味
を
込
め
て
、
あ
え
て
言
及
し
た
次
第
で
あ
る
。

本
稿
を
出
発
点
と
し
て
、
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
考
察
を
積
み
重

ね
る
こ
と
に
よ
り
、
r
水
鏡
」
　
の
文
体
の
内
実
に
迫
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

〔注〕

し
わ
ぎ

（
1
）
　
r
水
鏡
－
按
文
の
末
尾
に
、
「
大
鏡
の
巻
も
凡
夫
の
為
業
な
れ
ば
、
仏
の
大
円
鏡
智
の

か

．

、

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

′

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

′

鏡
に
は
よ
も
侍
ら
じ
。
こ
れ
も
、
も
し
大
鏡
に
恩
ひ
よ
そ
へ
ば
、
そ
の
か
た
ち
正
し

み
づ
か
′
み
ほ
ど

く
見
え
ず
と
も
、
な
ど
か
水
鏡
の
程
は
侍
ら
ざ
ら
ん
と
て
な
ん
」
と
記
さ
れ
て
い
る

（
引
用
は
、
注
（
9
）
文
献
に
よ
る
）
。

（
2
）
　
平
田
俊
春
r
日
本
古
典
の
成
立
の
研
究
二
一
九
五
九
年
、
日
本
書
院
）
第
二
第
第

三
牽
「
水
鏡
の
成
立
と
扶
桑
略
記
」
。

（
3
）
加
藤
重
文
「
r
水
鏡
」
記
事
の
独
自
性
－
r
扶
桑
略
記
」
と
の
史
料
比
較
か
ら
－
」

（
r
女
子
大
国
文
（
京
都
女
子
大
学
こ
百
九
号
、
一
九
九
一
年
六
月
）
。

（
4
）
塙
者
は
、
「
翻
訳
」
と
い
う
用
語
の
概
念
を
、
（
あ
る
言
語
体
系
（
起
点
言
語
）
で
表
現

さ
れ
た
も
の
を
、
そ
の
意
味
内
容
を
変
え
ず
か
つ
文
体
的
価
値
を
保
ち
な
が
ら
、
別

の
言
語
体
系
（
目
標
言
語
）
　
に
よ
る
表
現
に
置
き
換
え
る
こ
と
）
と
規
定
す
る
。

（
5
）
松
村
博
司
「
歴
史
物
語
－
栄
花
物
語
・
四
鏡
と
そ
の
流
れ
－
　
（
改
訂
版
）
」
　
（
一
九

七
九
年
、
塙
書
房
）
　
「
五
水
鏡
」
　
に
お
い
て
は
、
「
漢
文
・
準
漢
文
を
訓
み
替
え
た
も

の
と
し
て
文
章
史
か
ら
も
留
意
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
」
　
（
二
三
六
頁
）
、

「
翻
訳
文
章
史
上
の
意
義
等
観
点
を
変
え
て
見
た
場
合
、
別
個
の
価
値
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
　
（
同
頁
）
と
し
て
、
〈
漢
文
翻
訳
文
）
と
し
て
の
r
水
鏡
」

の
文
章
に
注
目
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
r
今
昔
物
語
集
」
　
の
天
竺
震
旦
部
や
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
説
話
の
大
半
は
、
漢
文

や
変
体
漢
文
を
出
典
と
し
て
お
り
、
r
三
宝
絵
」
は
、
r
日
本
霊
異
記
し
を
は
じ
め
と
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す
る
仏
書
類
を
背
景
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
に
、
そ
の
文
章
の
性

格
を
（
漢
文
翻
訳
文
）
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）
山
田
孝
雄
コ
決
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
」
　
（
一
九
三
五
年
、
宝
文

錯）。

（
8
）
築
島
裕
r
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
（
一
九
六
三
年
、
東
京
大

学
出
版
会
）
。

（
9
）
小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
－
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
ー
」
　
（
r
国
語

学
」
　
〓
ハ
集
、
一
九
五
四
年
三
月
）
。

（
1
0
）
本
文
は
、
金
子
大
寵
・
松
本
治
久
・
松
村
武
夫
・
加
藤
歌
子
編
r
校
注
水
鏡
」
（
一

九
九
一
年
、
新
興
社
）
を
用
い
た
。
な
お
、
同
番
の
底
本
は
専
修
寺
本
で
あ
る
。

（
1
1
）
漢
文
の
「
訓
読
」
と
「
翻
訳
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
漢
文
の
　
「
訓
読
」
と
は
、
原
漢
文
を
漢
字
∴
熱
字
に
対
応
す
る
訓
み
に
従
っ
て

訓
み
下
す
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
、
原
漢
文
の
構
造
は
基
本
的
に
保
持
さ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
漢
文
の
「
翻
訳
」
と
は
、
原
漢
文
を
漢
字
・
熟
字
（
ま
た
は
そ
れ

よ
り
大
き
い
単
位
）
　
の
意
味
に
相
当
す
る
日
本
語
に
置
き
換
え
る
行
為
で
あ
っ
て
、

そ
の
際
、
原
漢
文
の
構
造
は
日
本
語
と
し
て
自
然
な
（
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
）
構
造
に

改
め
ら
れ
る
。

（
1
2
）
　
r
宇
治
拾
遺
物
語
」
　
の
関
係
説
話
に
つ
い
て
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
宇
治

拾
遺
物
語
」
　
（
小
学
館
）
巻
末
の
「
説
話
関
係
表
」
に
よ
り
、
従
来
の
研
究
成
果
の
概

要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
曇
r
竹
取
物
語
」
と
r
宇
津
保
物
語
j
に
お
け
る
漢
文
（
訓
読
語
）
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
築
島
裕
r
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
　
（
一
九
六
三
年
、
東
京

大
学
出
版
会
）
　
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
以
降
、
今
日
ま
で
に
ほ
ぼ
定
説
化
し

て
い
る
。

r
浜
松
中
納
言
物
語
」
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
純
粋
な
和
文
に
近
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
仏
教
用
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
　
（
稲
賀
敬
二
「
寝

覚
・
浜
松
の
位
置
－
位
置
づ
け
の
前
提
条
件
の
一
考
察
－
」
r
国
語
と
国
文
学
J
三
十

六
巻
三
号
、
一
九
五
九
年
四
月
）
　
ほ
か
、
漢
文
の
「
流
涙
」
　
の
訓
読
表
現
「
涙
を
流

す
」
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
（
小
林
導
ナ
「
古
代
に
お
け
る
「
涙
」
を
め

ぐ
る
動
詞
に
つ
い
て
」
r
文
芸
研
究
（
H
本
文
芸
研
究
卓
こ
百
六
、
一
九
八
五
年
五

月
）
な
ど
、
漢
文
に
由
来
す
る
表
現
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
漢
文
の
影
響
が
な

い
と
は
言
え
な
い
。

（
1
4
）
本
文
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
r
扶
桑
略
記
帝
王
稲
年
記
し
　
（
一
九
三
二
年
、
吉
川

弘
文
館
）
　
を
用
い
た
。

（
竺
　
r
水
㍍
」
と
r
扶
桑
略
記
」
と
で
内
容
上
対
応
す
る
箇
所
の
認
定
に
お
い
て
は
、
注

（
3
）
文
献
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
「
水
鏡
－
史
料
対
照
表
」
を
参
考
に
し
た
。

（
1
6
）
「
扶
桑
略
記
」
と
の
対
応
の
あ
り
方
は
、
（
対
応
す
る
文
脈
な
し
）
（
対
応
す
る
表
現

な
し
）
（
「
未
」
字
が
対
応
）
の
三
つ
の
場
合
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ

し
、
（
対
応
す
る
文
脈
な
し
）
と
（
対
応
す
る
表
現
な
し
）
と
を
栽
然
と
分
か
つ
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
用
例
⑤
に
つ
い
て
は
、
（
対
応
す
る
文
脈
な
し
）
に
分

類
す
る
考
え
方
も
あ
り
得
る
か
と
思
わ
れ
る
。

（
け
）
用
例
⑨
に
お
い
て
、
「
イ
マ
ダ
」
－
（
否
定
表
現
）
と
い
う
構
造
は
漢
文
訓
読
文
の

も
の
で
あ
る
が
、
（
否
定
表
現
）
の
部
分
で
は
、
漢
文
訓
読
語
の
「
ズ
シ
テ
」
で
は
な

く
和
文
語
の
「
デ
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
注
憲
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
漢
文
の

影
響
が
間
接
的
に
表
れ
た
箇
所
で
は
、
必
ず
し
も
純
然
た
る
訓
読
表
現
が
用
い
ら
れ

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ほ
）
拙
稿
「
r
今
昔
物
語
集
」
の
文
体
の
一
側
面
－
機
能
動
詞
「
ナ
ス
」
の
分
布
が
示
唆

す
る
も
の
－
」
（
r
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
九
十
九
軒
、
一
九
九
七
年
三
月
）
に
お
い
て
、

「
今
昔
物
語
集
」
r
三
宝
絵
」
r
水
鏡
」
等
の
（
漢
文
翻
訳
文
）
に
は
、
（
動
詞
連
用
形

転
成
名
詞
＋
「
ナ
ス
」
）
と
い
う
表
現
形
式
が
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述

べ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
（
漢
文
翻
訳
文
）
が
ひ
と
つ
の
類
型
的
文
体
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
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〔
付
記
〕本

稿
は
、
平
成
十
四
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会
（
十
一
月
二
十

三
日
）
　
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
、
乗
竹

民
・
山
本
秀
人
両
氏
よ
り
、
発
表
後
、
森
下
要
治
・
原
卓
志
・
佐
々
木
勇
各
氏
よ
り
、

貴
重
な
御
助
言
を
賜
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
十
分
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
今
回
生
か
せ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
お
い
て
解
決
す
べ
き
課

題
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

－
あ
お
き
・
た
け
し
、
徳
島
文
理
大
学
助
教
授
－




